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株式会社ロッテについて

創業

1948年 菓子 1,956億円

アイス
773億円

その他 31億円

国内 88.1％

海外 11.9％

連結売上高

2,761億円

売上高比率

2021年3月期業績
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株式会社ロッテについて

62.6％
1位

19.3％
2位

17.5％
1位

11.0％
2位

チューインガム チョコレート

アイスビスケット

出典：㈱インテージSRI+（2020年4月～2021年3月）

国内シェア
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株式会社ロッテについて

マテリアリティごとに検証可能な
具体的な数値目標を設定

マテリアリティ
（重要課題）
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持続可能な調達について

株式会社ロッテでは国内外から多種多様な原材料を調達しており、
サプライヤーの皆様と協力して、

持続可能な調達の実現に向けて取り組んでいます

②網羅的な原材料サプライチェーンのリスク管理

③重要原材料（高リスクな原材料）への取り組み

価値観の共有：サプライチェーンのリスク管理にはサプライヤーの皆様の協力が不可欠
・ 私たちの考え方をまとめたサプライヤーガイドラインの公開
・ ガイドラインとサプライチェーン管理についての説明会実施
・ サプライヤーガイドラインへの賛同表明のお願い

①価値観の共有
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持続可能な調達について

②網羅的な原材料サプライチェーンのリスク管理
SedexのSAQを用いて潜在リスクの評価を行っています

Supplier Ethical Data Exchange
(サプライヤーエシカル情報共有プラットフォーム)

Sedex上でSAQに回答すると、その内容が紐づけされた
複数のバイヤーに共有されるため、効率良く報告が可能

←各サプライヤーのSAQを一元管理

リスク評価

フィードバック

リスク低減策の検討

リスク低減策
の実行

継続的にPDCA（リスク評価→フィー
ドバック→低減策の検討→低減策の
実行）を行うことで、サプライヤーの皆
様と協力してサプライチェーンにおける
人権・環境リスク低減を行う
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持続可能な調達について

③重要原材料（高リスクな原材料）への取り組み
使用している原材料を使用量、依存度、代替の可否、環境や社会との関わりなど
の視点で総合的に評価し、重要原材料を整理しています

・ カカオ豆
LID（Living Income Differential）への賛同と支払い
フェアカカオの調達推進

・ パーム油
RSPOなどの第三者認証油への切り替え

・ 紙
FSCなどの第三者認証紙や再生紙等の環境に配慮した
紙原料への切り替え

数値目標を設定
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フェアカカオの調達について

CLMRS
Child Labor Monitoring and

Remediation System

国際カカオイニシアティブ（ICI）が

開発した児童労働監視改善システ

ムで、①啓発と監視、②児童労働

の特定、③改善支援、④フォローア

ップの４ステップを継続することで児

童労働の撲滅を目指す仕組み

購入代金
+

プレミアム

商社

フェアカカオ（産地指定購入）
カカオ産地

（指定地域）

児童労働
モニタリング
（CLMRS）

プレミアム

モニタリング結果報告
結果共有
対策検討

現地パートナー
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フェアカカオの調達について

ESG中期目標
2023年度までに調達するカカオ豆のうちフェアカカオ
の割合を20%以上にする、さらに2028年度までに
50%以上にする

インドネシアのカカオ産業の
サステナビリティに貢献してきた
Dari K株式会社を2022年1月に
完全子会社化

カカオ豆の持続可能な調達を
さらに深化・加速

目標の上方修正について検討中
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